
昭和 44年 5月 25日

自然の美しさを生かし、

観光都市づくりにつとめる
O肱川の流れや、その周囲をきれいにする。

O旅の人をあたたかい心で迎える。

(大洲市民憲章)
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第 15 9号

市の人口 (4月1日)

人口 39，399人
男 18，704人女

世帯数 10，111世帯

面積 240.93平方キロヌートル

発行大洲市役所

編集文書課

20，695人

(1) 

1期
全期

保険税
軽自動車税

:::::;会:尽の納税

一
吸
い
ま
し
ょ
う
。
一
マ
地
震
や
火
災
な
ど
非
常
の
場
合
の
一
れ
か
が
通
り
か
か
り
「
車
に
気
を
つ
け
一
課
へ
、
そ
の
他
の
か
た
は
連
絡
所
で
い

一
マ
旅
館
や
ホ
テ
ル
に
と
ま
る
と
き
は
一
手
戸
与
し
を
家
族
み
ん
な
で
話
し
あ
一
な
さ
い
」
と
呼
び
か
け
、
安
全
な
地
帯
一
ま
す
ぐ
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
一

一
避
難
方
法
を
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
一
い
ま
し
ょ
う
。
一
ま
で
誘
導
し
て
い
た
ら
:
・
と
悔
や
ま
れ
一
手
続
き
に
は
年
金
証
書
と
印
鑑
が
必
要
一

一O
家
庭
の
中
に
勿
火
の
く
ふ
つ
を
一
ー
I
l
l
i
-
-
1
l

一

ま

す

一

で

す

。

一

一

vM持
増

燦

え

な

い

よ

う

一

老

人

の

事

故

一

全

信

軒

摂

取

同

一

月

駐

日

出

M
M
H一
く

時

計

計

沌

四

日

一
マ
す
ぐ
逃
げ
ら
れ
る
簡
単
な
避
難
の
一
防
げ
一
を
も
う
一
度
思
い
出
し
、
と
く
に
皇
り
ま
ず
か
ら
C
注
意
く
だ
さ
い
。
互
い
線
路
に
支
り
線
路
に
物
を
置
い
た

田
処
に
も
近
い
夫
入
道
に
移
転
新
築
し
一
器
材
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
一
一
と
し
告
や
こ
ど
も
を
見
た
ら
ま
ず
一
徐
一
本
人
死
亡
の
場
合
は
す
ぐ
届
出
て
く
だ
一
り
、
列
車
に
石
を
投
げ
る
な
ど
の
い
た

た
も
の
で
、
規
模
も
大
型
化
し
、
塁
。
家
庭
と
町
に
防
火
皇
制
っ
く
り
を
一
最
近
と
く
に
老
人
の
交
通
事
故
が
続
一
行
②
愛
の
一
声
運
動
を
つ
*
つ
け
る
③
主
一
さ
い
。
一
ず
長
ふ
え
ま
す
。

員
五
十
人
の
と
こ
ろ
一
言
九
十
人
に
一
マ
ふ
だ
ん
か
ら
更
の
準
備
を
し
て
一
発
し
て
い
ま
す
。
さ
る
盟
二
十
日
の
一
婦
が
中
心
に
な
っ
て
家
族
の
霊
安
全
一
市
民
課
一
こ
の
よ
う
な
危
険
な
妨
害
を
防
止
す

倍
増
す
る
な
ど
、
地
元
民
の
期
待
に
こ
一
お
き
ま
し
ょ
う
。
一
二
一
竜
彦
八
十
一
震
に
な
る
老
人
、
一
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
霊
く
ば
一

i

l

-

-

一
主
め
、
関
鉄
で
は
五
月
十
一
日
か
ら

た
え
て
い
ま
す
。
一
マ
火
災
の
と
き
は
大
声
で
み
ん
な
に
一
斉
士
一
一
日
の
若
宮
地
区
で
お
き
た
七
一
千
な
ど
し
て
お
と
し
よ
り
や
こ
ど
も
一
却
日
ま
で
こ
一
六
月
十
里
で
鉄
道
妨
害
防
止
運
動
を

お

お

同

組

駐

日

畳

間

立

ん

な

で

一

協

力

し

凌

い

一

転

問

白

川

口

~

訪

日

正

一

の

事

故

防

止

に

つ

と

め

ま

し

ょ

う

。

一

農

地

法

の

許

可

叫

請

一

時

見

詰

荘

内

ワ

ロ

統
合
し
て
い
ま
の
十
保
育
所
と
し
、
主

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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l
i
-
-
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1
1
1
1
1
1
1
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一

一

も

指

導

や

保

護

の

立

場

に

あ

る

み

な

さ

の
う
ち
こ
ん
ど
の
新
築
で
九
保
青
所
が
一
一
孝
一
〉
喜
多
大
野
重
三
郎
マ
平
野
一
農
地
法
に
基
づ
〈
県
知
事
へ
の
許
可
一
ん
ど
~
の
C
協
力
が
な
け
れ
ば
防
止
の

柳
沢
豊
富
心
に
あ
る
柳
沢
小
中
一
塁

5
2行

な

っ

た

こ

と

一

大

会

は

地

区

ご

と

に

一

占

伊

勢

寺

南

久

米

平

塚

本

一

皇

宮

、

毎

月

一

一

吉

ま

で

に

喜

一

万

古

す

る

乙

と

は

、

学

か

し

い

一
学
校
を
一
キ
ロ
近
〈
す
ぎ
る
と
、
県
道
一
に
な
り
、
当
市
の
保
育
施
設
は
い
っ
そ
一
一
マ
菅
田
城
戸
茂
マ
大
川
小
山
国
一
業
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し
て
-
〈
だ
さ
一
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

一

ぞ

い

に

見

お

る

し

た

と

こ

ろ

に

チ

ヨ

コ

一

う

改

善

さ

れ

ま

し

た

。

一

区

長

会

長

会

で

き

め

る

一

友

マ

柳

沢

穂

積

震

マ

雲

竹

一

ぃ

。

一

そ

こ

で

各

家

庭

で

は

、

次

の

こ

と

が

浦

一

レ

1
ト

色

の

屋

根

、

ブ

ジ

色

の

化

粧

で

一

一

一

襲

警

ニ

善

宇

都

軍

事

八

一

農

業

委

員

会

で

は

受

理

し

汁

申

請

書

一

ら

に

つ

い

て

C
指
導
く
だ
さ
る
よ
っ
お

鮪
一
目
を
ひ
く
同
保
育
所
は
、
深
い
谷
署
一
家
族
ぐ
る
み
で
一
こ
の
ほ
ど
襲
警
発
足
し
た
区
長
一
標
高
く
こ
と
に
意
見
が
一
致
、
で
一
多
喜
襲
警
マ
上
須
戒
古
宮
貫
定
例
日
に
(
特
別
の
事
由
の
な
一
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
一
同
期
日
昼
れ
に
防
火
一
軍
忠
誠
一
一
一
一
出
品
川
開
館
一
日
目
配
み
吉
田
昌
一
一
一
一
一
部
一
部
川
町

出
一
こ
の
保
育
所
は
、
木
造
モ
ル
タ
ル
平
一
火
災
で
尊
い
生
命
や
た
い
せ
つ
な
財

τつ
い
て
協
議
し
ま
し
た
o

一
家
ね
て
思
議
会
を
開
く
こ
と
も
一
ま
し
た
か
一
議
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
か
月
遅
れ
る
一
マ
列
車
場
を
な
げ
な
い
こ
と
。

円
一
霊
て
宮
平
平
方
メ
ー
ト
ル
、
保
一
警
矢
な
う
こ
と
の
な
い
ょ
っ
、
ふ
だ
一
四
月
に
各
地
区
吉
署
長
参
宮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
福
祉
年
金
受
給
者
一
乙
と
に
な
り
ま
す
。
乙
れ
は
昔
前
に
一
マ
踏
切
で
は
一
時
止
ま
っ
て
、
左
右

制
一
重
量
、
保
育
兼
遊
戯
室
、
乳
児
室
一
ん
か
ら
火
の
取
り
扱
い
や
火
災
の
と
き
一
結
成
し
、
従
来
の
捜
委
員
会
制
度
に
一
選
出
さ
れ
た
役
員
と
単
位
区
長
会
長
一
一
農
業
委
員
長
警
詳
し
、
委
員
は
一
議
か
め
て
か
量
る
こ
と
。

問
一
調
理
室
、
医
務
室
、
事
務
室
な
ど
各
二
の
初
期
消
火
、
避
難
の
方
意
義
互
か
わ
る
区
長
会
長
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
一
授
の
と
お
り
で
す
。
一
国
民
年
金
の
言
、
福
祉
年
金
主
内
容
を
事
前
に
調
査
す
る
乙
と
に
な
っ
一
(
伊
予
大
関
)

崎
一
室
長
議
設
の
ほ
か
、
シ
ャ
ワ
ー
の
一
ぐ
る
み
で
対
策
を
た
て
て
お
き
ま
し
ょ
一
る
た
め
、
十
二
名
の
医
長
会
長
を
選
出
一
(
敬
称
略
)
一
齢
・
障
害
・
母
子
)
の
各
著
書
、
一
て
お
り
ま
す
の
で
、
乙
の
期
限

z
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
l

日
一
つ
い
た
プ
ト
ル
を
備
え
て
い
ま
す
。
総
一
う
。
一
し
ま
し
た
。
一
〔
区
長
会
長
会
役
員
〕
一
毎
年
五
月
期
分
の
年
金
を
受
け
取
っ
た
一
け
て
い
る
も
の
で
す
。
慎
重
を
期
す
た
一
子
ど
も
を
水
の
事
故

肝
一
工
費
は
千
百
万
円
。
一
。
〈
ら
し
の
中
に
防
火
の
習
慣
づ
け
を
一
初
会
合
に
は
、
ま
ず
会
長
と
副
会
長
一
一
〉
大
洲
市
区
長
会
長
宇
都
宮
玉
亀
マ
一
あ
と
、
所
得
状
況
悪
」
提
出
し
な
け
れ
一
め
に
と
理
解
を
い
た
だ
き
、
二
十
日
中
中
よ
か
ら
守
ろ
う

6

一
市
で
は
現
保
育
所
の
老
朽
化
に
加
え
一
マ
出
る
と
き
、
寝
る
と
き
、
必
ず
火
一
一
言
選
挙
。
つ
づ
い
て
区
長
大
会
に
一
同
副
会
長
震
専
問
城
戸
茂
一
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
一
で
に
関
係
害
警
整
備
し
て
申
請
さ
一
メ
ダ
カ
取
り
サ
カ
ナ
つ
り
な
ど
と

一
て
、
こ
れ
ま
で
保
育
所
の
な
か
っ
た
旦
の
元
を
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。
一
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
市
理
事
と
一
〔
単
位
区
長
会
長
〕
一
そ
の
手
続
き
は
す
み
ま
し
た
ヵ
一
れ
る
よ
る
願
い
し
ま
す
。
一
査
で
た
わ
む
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

処
地
区
の
害
要
望
も
解
消
す
る
た
め
一
マ
た
ば
こ
は
置
の
あ
る
と
こ
ろ
で
一
覧
・
霊
を
十
分
霊
す
る
た
め
各
一
マ
肱
南
署

E
2一

ま

だ

の

崎

川

崎

世

晴

γ
l
i
-
-安

委
員
会
一
は
、
ほ
ん
と
つ
に
ほ
ほ
え

tい
も
の

ssssssssssssssssssssssswsssssS3sssssssss蕊

S

一

一

で

す

。

し

か

し

、

水

遊

び

に

は

危

険

も

も
つ
か
い
船
利
用
料
金
は

O

一

寸

i
l
-
-

一

級

線

機

騒

騒

騒

鞠

に

さ

年

一

一

希

望

に

み

ち

た

ま

な

ぎ

し

で

一

自

信

と

誇

り

を

も

っ

て

一

手

、

毎

年

痛

ま

し

い

犠

牲

者

を

出

し

受
入
れ
体
制

O
K

一

三

担

当

時

五

)

一

一

隅

職

繍

鱒

麟

U
J
1
1
1
2津一
国

旗

を

か

か

げ

よ

う

一

て

江

『

二

士

百

現

在

で

一

四

千

五

高

一

に

中

三

宅

購

欝

?

?

一

教

育

委

員

会

の

亀

田

技

師

の

指

導

ち

一

一

県

下

で

す

で

に

十

人

の

幼

い

生

命

菜

う

か

い

客

乙

は

明

る

く

親

切

と

一

@
C
コ
I
ス

(

亀

山

公

園

下

か

ら

)

一

と

業

一

織

機

鰯

麟

繍

¥

丸

一

J
栄
養
の
基
礎
知
識
与
勉
強
し
ま
し
た
一
ど
こ
の
国
に

3
5
2一

か
な
生
活
季
五
の
「
国
民
一
の
壁
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

の

閉

幕

宅

1
七

ノ

一

十

八

人

乗

り

一

一

一

時

間

六

千

円

一

ひ

彦

一

織

議

鱗

鞠

機

麟

川

一

¥
J
K
一
回
学
校
は
、
市
内
に
ま
婚
の
女
一
り
、
国
居
み
ん
な
雪
国
の
国
旗
一
の
習
」
が
あ
り
ま
す
。
一
ら
は
、
言
の
葉
期
、
つ
宮
け
と

、
い
よ
う
月
シ
ー
ズ
ン
の
閉
幕
一
て
き
ま
し
た
υ

一
心
的
抗
日
刷
会
電
④

2
6
6
L

ユ

討

議

鱗

麟

購

献

盤

d
h一

言
年
を
対
象
に
一
年
間
、
毎
月
一

i

一
を
自
信
義
主
っ
て
お
げ
ま
す
一
女
官

2
5
5な

と
と
も
に
お
と
ず
れ
る
「
カ
ツ
パ
置

も
。
六
月
一
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま
一
こ

Eて
広
く
宣
伝
す
る
か
た
わ
ら

W

商
工
観
光
謀
H

④
2

|

|

|
一
し
花
一
機
織
機
舗
輔
鵬
鶴
鶴
二
デ
一
一
一
回
(
日
曜
)
開
い
て
い
る
も
の
で
、
一
愛
媛
県
と
愛
媛
県
住
活
運
動
建
協
一
に
は
、
戸
ご
と
に
国
旗
を
か
か
げ
一
と
、
水
の
事
故
事
〈
な
る
時
期
で
す

で
お
百
十
日
間
、
室
長
く
り
ひ
一
地
元
の
受
信
に

it大
洲
商
工
会
議
所

H

④
2
4
4
8
一

し

ま

一

融

機

機

繍

議

ぺ

一

一

望

し

て

必

要

量

と

生

活

技

術

一

議

会

で

は

、

国

民

の

君

主

の

日

一

て

そ

の

日

義

い

、

感

謝

し

、

記

一

昨

在

、

君

主

八

月

ま

で

の

四

ろ
げ
皇
な
つ
か
い
で
、
観
光
客
に
一
ま
う
害
す
す
め
て
お

1
1
1
1

一

美

い

一

議

麟

関

脇

寵

ム

…

を

習

得

し

、

自

在

の

あ

る

健

皇

室

長

自

信

と

誇

り

を

も

っ

主

念

し

ま

し

ょ

う

。

一

か

月

間

に

二

一

十

三

人

の

子

ど

も

完

設
は
は
再
生
持
刊
誌
註
ユ
昨
日
時
間
員
に

z
f一

麟

轍

輯

臨

静

一

昨

日

誌

は

言

語

一

堅

持

在

日

一

国

旗

を

あ

っ

せ

ん

一

主

砧

川

町

内

U
M
M
M
M

一

一

一

7

調
鋪
額
一
叫
ん
一
一
:
議
離
一
六
十
名
。
一
乙
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
国
旗
重
社
会
福
祉
協
議
会
話
、
国
旗
喜
一
児
と
小
学
生
で
す
。
ま
た
、
海
や
川
、

一
鵜
(
ク
)
は
新
進
気
鋭
の
者
鵜
喜
一
当
市
の
人
権
擁
護
委
員
に
二
宮
直
栄
一
↑
一
側
議
襲
、

:FFduV灘
一

『

一

一

三

ィ

品

目

当

日

川

島

一

諮

問

時

即

時

間

駐

車

ー

信

号

喜

一

一

i

l

i

-

-

一

議

匂

今

畿

一

町

長

訪

問

詰

一

七

時

計

五

時

一

目

見

守

の

八

一

一

色

め

せ
ん
著
早
名
ば
か
り
を
大
洲
市
こ
ん
や
ホ
ス
テ
ス
嬢
の
研
修
ー
な
ど
一
段
一
公
務
員
に
よ
る
不
当
な
圧
迫
、
対
八
一
市
花
嫁
学
校
は
、
五
月
十
百
市
民
一

2ド
ル

メ

ン

・

メ

ン

ヒ

ル

の

巨

石

崇

一

く

り

を

推

進

し

た

い

た

め

で

す

。

一

で

す

。

一

ム

事

故

の

お

も

な

富

マ

招
へ
い
し
て
、
大
器
警
は
だ
で
昧
一
と
整
備
充
実
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
耳
、
強
制
圧
迫
、
貴
重
、
名
誉
信
会
館
で
開
校
長
二
日
目
の
学
習
を
し
一
拝
に
は
じ
ま
り
中
江
藤
樹
、
一
最
寄
一
祝
日
に
は
、
震
を
か
か
げ
ま
し
ょ
一
色
希
望
の
か
た
は
、
民
生
委
員
、
連
一
お
も
な
原
因
と
し
て
は

良

野

幻

日

討

立

て

品

川

む

ね

い

れ

江

川

抗

日

日

一

即

時

四

組

長

持

清

一

dれ
に

大

洲

商

工

会

議

所

の

立

花

一

日

守

口

鮮

明

訪

れ

れ

同

一

ぅ

十

国

績

は

、

震

を

表

徴

す

る

尊

厳

一

時

十

日

銭

円

七

諮

問

一

時

判

断

問

時

て

、

海

観
光
協
会
の
役
員
一
行
一
平
名
で
編
成
一
明
る
く
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
、
も
一
四
日
刊
齢
湖
町
問
料
討
す
の
「
大
洲
の
観
光
ア
ラ
カ
ル
ト
」
一
位
、
妻
、
す
な
わ
ち
雲
よ
り
も
一
な
標
識
と
し
て
の
旗
で
す
。
一
(
霊
④
I
一
一
一
一
一
)
へ
申
し
え

o幼
児
た
ち
だ
け
で
遊
ん
で
い
丈
足

し
た
よ
い
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
露
下
は
一
公
園
な
ど
も
い
つ
も
美
し
く
清
潔
に
し
一
ハ
o

で
つ
い
て
話
高
言
し
た
。
観
光
大
一
心
の
美
し
い
女
性
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
一
書
固
と
平
和
を
ね
が
つ
私
た
ち
日
一
で
く
だ
さ
い
。
価
格
は
四
百
五
十
円
で
を
す
べ
ら
し
て
落
ち
こ
ん
だ
。

じ
め
、
高
知
・
香
川
の
両
県
へ
派
遣
、
て
気
持
よ
く
迎
え
る

Eが
で
き
る
一
な
お
、
相
談
は
撃
で
、
秘
密
菌
研
人
と
し
て
は
名
所
・
慢
の
い
わ
れ
そ
れ
に
は
常
に
心
を
み
が
き
撃
を
身
一
本
国
民
は
美
し
い
風
習
を
育
て
な
一
す
。
一
議
官
、
深
み
に
は
い
っ
て
お
ぼ
れ

大
い
に
「
大
洲
え
え
と
こ
」
主
差
し
一
主
さ
協
力
を
望
-
し
て
お
り
ま
す
。
一
〈
守
っ
て
く
れ
ま
す
。
一
や
偉
人
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
た
い
せ
一
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
I
と

そ

の

あ

と

市

一

が

ら

、

よ

り

よ

い

社

会

、

よ

り

豊

た

。

石
を
投
げ
な
い

鉄
道
妨
害
防
止
運
動

柳

沢

の

県

道

ぞ

い

に

完

成

l投
ι勺

廿

人

倍

増

員

も

昨
年
暮
に
着
工
し
た
柳
沢
保
育
所
の
新
築
移
転
工
事
は
こ
の
ほ
ど
完
成
、
六
月
一
日
か
ら
地
区
民
待
望
の
き

れ
い
な
保
育
所
で
保
育
が
は
じ
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
新
築
に
よ
っ
て
当
市
の
保
育
施
設
も
、
い
っ
そ

う
充
実
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

貯
蓄
は
あ
な
た
の

希
望
の
か
け
橋
で

す。
貯
蓄
増
強
六
月
特
別
運
動

月
間

6
月
1
日
↓
初
日

大

洲

市

愛
媛
県
貯
蓄
推
進
委
員
会



た。
こ
と
し
は
児
童
福
祉
法
が
制
定
さ
れ

て
ち
ょ
う
ど
十
周
年
に
あ
た
り
、
五
月

五
日
に
は
じ
ま
っ
た
児
童
福
祉
、
週
間
に

は
、
児
童
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
、
大
川
警
察
弔
問
の
係
官
に
よ
っ
て

交
通
教
室
が
閃
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
大

児
歪
福
川
週
間
中
の
五
月
九
日
、
日
一
役
夫
人
、
沢
井
利
孝
さ
ん
と
夫
妻
、
武
一
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
一
山
南
中
学
校
の
お
に
い
さ
ん
た
ち
の
エ

と
ろ
両
親
の
ひ
ざ
元
を
は
な
れ
、
施
設
↑
智
義
孝
さ
ん
ら
市
内
有
志
が
大
洲
学
関
一
遊
技
に
、
綱
引
き
に
、
か
け
っ
こ
に
、
一
レ
キ
バ
ン
ド
の
演
奏
や
大
洲
一
プ
イ
ブ
一
フ

で
勉
強
や
訓
練
を
づ
づ
け
て
い
る
知
恵
一
を
訪
れ
、
園
児
た
ち
の
一
日
お
と
っ
さ
一
得
意
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
時
の
た
つ
に
↑
H
J
j

ー
に
よ
る
映
写
会
な
ど
、
も
り
た
く

お
く
れ
の
子
ど
も
た
ち
を
同
ま
そ
う
と
一
ん
お
か
あ
J
C
ん
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た
一
つ
れ
て
、
は
し
ゃ
ぐ
声
や
た
わ
む
れ
る
一
ミ
」
ん
の
催
し
物
が
あ
り
も
園
児
た
ち
に

河
野
市
収
入
役
を
は
じ
め
、
悶
福
祉
事
一
ち
と
と
も
に
殺
し
い
一
日
需
ぎ
ー
主
五
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
児
た
一
と
っ
て
ま
こ
と
に
楽
し
い
一
週
間
で
し
材

務
所
長
ら
市
関
係
者
四
名
と
丸
本
市
助
一
し
た
。
一
ち
の
目
付
い
き
い
き
と
怖
い
て
い
ま
し
一
た
。
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翻

機

税
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議

機

騒

一

一

一

一

か

所

に

児

童

遊

関

附

一

れ

ま

し

た
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一

月

百

主

二

十

日

ま

で

を

露

呈

る

。

離

唯

一

輪

繍

模

区

ト

ト

f
v一
乙
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一

川

一

塁

丁

ど

も

会

出

二

十

年

に

結

成

さ

一

-

捕

運

動

同

間

と

し

て

電

波

翌

日

防

止

里

突

く

、

し

う

か

り

し

て

包

繍
い
F
f
E
F
錦
繍
騨
轍
鮒
轍
鮒
僻
繍
鰍
縦
一
一
三
一
繭
側
七
ド
ド
一
一
子
ど
も
た
ち
の
ま
ち
担
ん
で
い
た
児
一
名
が
集
ま
っ
て
遊
闘
の
消
息
を
机
い
、
川
町
一
れ
、
こ
れ
ま
で
水
泳
指
導
長
堤
¥
一
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
、
み
な
さ
ん
一
図
書
提
休
に
上
の
方
ま
で
つ
い
て
お

議
録
均
議
議
弾
一

r¥川

一

目

;

三

箇

所

に

誕

生

し

ま

一

さ

つ

?

子

ど

も

た

ち

は

ザ

ら

し

い

一

川

一

1

5

2

の

主

催

、

通

一

の

な

協

力

き

こ

と

に

な

り

ま

し

た

τ、

大

き

な

長

1

4

2

21刊
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紙
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J
J
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J
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5
k
k
w
w
h
i
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L一
九

九

一

し

た

。

一

ブ

一

フ

ン

コ

、

?

台

、

昨

な

ど

で

一

三

学

安

主

導

、

官

官

室

、

地

一

図

書

Zす
警
に
は
一
切
れ
込
み
が
浅
い
。

ぶ
ぷ
税
川
引
例
日
制
九
日
常
「
ぷ
ぬ
い
川
一
J
守

一

九
r

一
六
川

ω市
立

柏

木

児

童

遊

間

と

丸

山

一

元

気

い

っ

ぱ

い

の

筒

誌

を

み

ぞ

い

ま

一

組

一

区

の

父

兄

と

力

を

あ

わ

せ

て

活

動

し

て

一

日

動

車

、

軍

用

治

療

器

、

電

気

一

塁

は

需

で

、

っ

け

根

主

主

き

設

校

総

竺

析

し

む

五

九

人

d
y
-
-九一一
J
M
一

氾

君

、

上

震

の

天

満

児

宣

し

た

。

一

一

い

る

こ

と

が

認

め

ら

れ

た

も

の

手

。

一

ー

ん

な

ど

の

ほ

か

、

震

で

使

用

一

込

ん

で

い

る

。

総

務

燭

機

鰐

lmム
に

一

日

付

べ

日

目

指

訂

正

日

一

よ

れ

日

間

同

封

し

て

橋

各

一

飲

料

水

設

備

一

総

工

費

六

万

一

千

円

)
7
日

引

の

丁

い

山

日

目

三

閣

制

な

で

一

亘

議

機

一

生

rmm炉
メ
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一

日

明

日

N
Tが
た

の

ご

一

自

民

菌

(

大

:

圏

天

日

日

日

記

)

一

点

目
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丸

山
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一

電

波
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回

し
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時

計
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日
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国
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克
児
?
と
:
と
も
色
に
一
元
芸
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Z
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ん
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た
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困
号
り
の
2
と
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i
i
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一
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j
i
l
i
l
i
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一
マ
遊
具

lベ
ン
チ
二
、
ブ
ラ
ン
コ
、
↑
遊
具
も
整
っ
た
柏
木
遊
園
一
一
総
工
費
八
万
円
一
絵
理
局
、
四
国
電
力
、

N
H
K、
南
主
主
く
の
電
気
臣
、
電
力
会
社
、
一

一
六
月
占
は
、
計
量
法
が
で
き
て
会

E是

正

置

と

話

ム

配

達

す

る

商

品

な

ど

で

2

一

一

私

鶴

額

一

九

州

議

議

議

機

騒

議

一

一

放

送

、

露

間

君

主

で

は

、

六

一

N
H
Kな
ど
へ
ご
相
談
ぐ
だ
さ
い
。
一
5
2
日
新
田
産
婦
斜
④
2
0
2
8

r
f回目
の
w
計
量
念
日
μ

込
者
の
民
所
、
氏
名
お
よ
び
名
去
に
江
主
口
わ
な
い
場
合
一
一
一
一
一
編
離
職

wr機

騒

騒

↑

知

事

義

彰

に

柚

木

一

i

l

l

-

-

一
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?

2

2

2
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綴
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機
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綴
畿
一
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A
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鋭

機

鱗

鱗

麟
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鱗

糊

静

↑
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一

6

月

1
日
城
戸
限
科
N
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0
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一

訂

正

日

訪

日

駐

日

紅

白

川

u
u
h
F
H告
白

川

目

立

一

一

一

一

品

十

川

一

次

議

機

一

一

千

ど

も

会

一

植

え

て

い

け

な

い

d
し

万

一

村

上

外

科

W

2

2

6

2

一
E
し
い
認
識
高
め
る
た
め
、
次
の
合

i
jい

り

い

。

ア

九

鎖

倒

て

議

議

機
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一

児

童

福

島

に

ち

な

ん

i
J
G

一

一
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っ

一
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強
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お
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。
ょ
う
I
差

し

引

い

た

正

霊

園

計

る

習

慣

を

つ

け

ま

し

ょ

う

一

一

藤

智

識

糠

持

続

縦

鱗

鱗

鱗

議

一

ど

主

(

会

員

直

一

一

十

五

名

)

が
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一

塁
f
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v
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J
じ
ん
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ぶ
れ
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A
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の
と
、
一
岡
京
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鼻
科
H
3
5
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J

1

1

り

ま

し

で

販

売

し

き

だ

さ

い
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H
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を
正
し
く
計

1
自

か

ら

計

四

重

週

間

い

き

で

す

。

日

一

ト

N
U
N
H
G
!ミ
t
i
t
i
-
i
s
!

一
カ
ぎ
ら
れ
、
め
ん
と
な
一
続
き
な
ど
一
議
え
て
?
な

U
L
-
-

松

元

吉

り

」

附

入

者

治

生

活

に

お

い

て

一

一

申

量

れ

て

も

す

ぐ

に

工

事

が

で

き

な

一

が

必

要

で

す

。

一

塁

集

号

、

あ

っ

て

き

あ

め

て

一

に
安
心
し
℃
買
っ
て
い
た
だ
く
生
時
使
用
す
る
風
袋
(
刀
コ
、
も
生
活
全
一
般
に
わ
た
っ
て
霊
感
一
新
築
や
増
築
に
は
一
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
少
な
く
と
も
四
一
し
か
し
H
ひ
な
げ
し
μ

俗
に
よ
、
び
一
少
な
い
。
葉
は
白
っ
ぽ
い
緑
色
で
あ
一

た
め
次
の
こ
と
写
り
ま
し
ょ

mな
さ

に

は

風

袋

量

高

入

室

し

く

使

っ

て

事

り

す

こ

と

を

一

一

i
昔
前
に
お
申
込
み
い
た
だ
き
ま
す
一
マ

i
l
i
-
-
j
i
-
-
i
I
j
l
j
i
i
;
i
i
F
i
j
i
-
i
i
j
i

ιはか
り
」
は

i
検

査

を

受

汗

UH3フ
表
一
汗
刊
旧
日

JiHHHr一
電

話

線

の

配

管

壱

一

υ十
自
作
目

H
u
n
-一
農

事

メ

モ

日

刊

1一昨
十
日

HUは
叫

す

れ

昨

日

UULH

7
水
平
、

0
点

差

し

く

し

て

主

主

じ

め

計

つ

で

あ

ゐ

商

品

る

引

に

た

よ

る

生

活

は

や

め

て

一

一

色

協

力

く

だ

さ

い

。

一

一

初

夏

の

家

畜

管

理

適

切

な

管

理

託

行

主

つ

こ

と

が

、

対

よ

る

防

除

が

必

要

で

す

。

ー

に

も

t
i
z
-
-札

(
ブ
ダ
i
し
く
計
一
て
合
理

i
h
H
U
A
M電
灯

時

抗

日

目

点

て

た

童

の

農

家

屋

の

よ

四

季

の

言

語

の

い

ち

じ

2
引
f
u
u
N日

日
間
河
川
績
を
良
く
す
る
こ
と
ば
訪
日
立

Hu

l
l使

っ
て
く
だ
さ
い
。
)
芝
は
に
置
い
て
く
だ
さ
い
む
だ
の
7
住
吉
し
ま
し
ょ
う
一
ど
で
電
話
線
引
け
な
い
、
ま
た
せ
っ
線
の
配
管
工
事
主
忘
れ
な
く
、
必
ず
一
室
お
よ
び
道
路
の
改
良
、
耕
地
互
い
地
帯
で
の
乳
牛
の
飼
育
管
理

l
h
u両
信
M

そ
れ
に
は
ま
ず
富
島
雪
ょ
っ
た
請
が
よ
く
効
く
か

Eい
つ

白

警

一

寸

一

一

か

く

さ

れ

い

こ

で

き

た

震

こ

六

室

実

施

し

て

お

い

て

く

だ

さ

い

。

配

管

の

一

等

の

宮

に

よ

り

電

柱

や

電

話

線

な

ど

一

…

た

い

へ

ん

む

ず

か

し

い

も

の

で

す

。

主

主

ω
M
U
3北
?
し
、
警
を
か
わ
か
す
②
草
は
半
て
以
前
購
入
し
た
信
号
室

生

一

吐

一

刊

誌

は

昨

日

万

三

日

目

一

計

十

日

三

川

口

町

長

引

訪

日

r
H問

問

時

mmHUHHHnddH415

一
へ
い
五
一
円
一
最
近
は
、
鉄
筋
や
鉄
骨
な
ど
の
量
一
い
と
き
は
、
当
局
の
線
路
宅
内
課
(
四
一
る
材
料
そ
の
他
皇
備
に
約
一
か
月
潟
一
…
ぎ
に
よ
る
栄
養
の
急
変
と
高
温
度
に
そ
れ
に
高
出
度
と
重
の
過
程
冷
却
を
十
分
に
す
る
。
ワ
ン
ヵ
、
み
か
ん
の
ハ
ダ
こ
な
ど
は

科

一

小

一

世

一

計

五

日

訪

日

間

百

三

一

軒

fHUH-HUHH日

目

戸

川

一

…

U
H
H
H
U
E虫
防

一

日

号

白

剤

白

に

何

十

川

見

守

し

た

場

合

葉

仁

正

一

三

一

穴

を

あ

け

た

り

、

壁

や

天

井

信

義

一

I
電
柱
等
は
一
か
月
前
に
[
一
願
い
し
ま
す
。
一
…
度
が
泌
乳
に
及
ぼ
す
量
は
、
芸
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
越
冬
去
を
ま
じ
め
、
そ
コ
官
範
囲
も
広
く
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

民

主

一

日

一

一

り

ま

す

と

急

物

の

蓄

を

そ

こ

ね

る

こ

一

「

い

ま

す

ぐ

一

電

話

の

移

転

を

」

「

あ

一

一

…

の

と

お

り

で

す

。

事

件

、

富

が

風

雨

に

よ

っ

て

活

動

乱

、

発

病

発

炉

激

し

い

と

き

に

一

と

と

な

り

手

。

一

す

電

話

を

移

転

し

た

と

な

ど

と

急

に

一

日

片

付

H
H
i
i
i
jは
は
け
れ
M
M
M
Hけ

;

ぺ

け

斗

甘

可

制

吋

叶

刻

創

期

湖

什

叫

刷

毛

続

き

は

窓

口

伽

連

絡

所

J

で
ど
う
ぞ
。

(2) 

一一一一一-A.

日2 5 5月159号

有

国
づ
え
〕

、お

洲
市
指
定

然
記
愈
物

春
賀
の
大
洲
市
役
所
三
善
連
絡
所

横
の
市
道
を
小
川
沿
い
に
、
約
三
百

メ
ー
ト
ル
ば
か
り
北
に
進
む
と
、
県

道
か
ら
布
団
部
落
へ
、
重
3

る
市
道
と

一
交
芝
し
、
そ
の
道
ば
た
に
一
本
杉
が

四
@
七
メ
ー
ト
ル
、
日
通
り
周
二
了

六
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
十
メ
ー
ト

ル
、
枝
拡
が
り
東
へ
七
@
八
メ
ー
ト
ル

西
へ
三
α

二
メ
ー
ト
ル
南
へ
、
八
@

ご
メ
ー
ト
ル
、
北
へ
四
@
七
メ
l
ト

だ
り
は
鎮
守
巌
烏
神
社
の
お
旅
所
で
一

こ
の
杉
も
そ
の
よ
ー
フ
な
関
係
か
ら
地
一

区
の
人
々
に
大
事
に
せ
ら
れ
て
育
つ
一

た
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
こ
の
木
一

を
知
っ
た
人
々
、
特
に
地
区
の
祖
先
一

か
ら
の
人
々
は
杉
と
の
深
い
関
係
を

も
ち
、
そ
の
対
話
に
よ
っ
て
心
を
温

め
、
深
め
、
あ
る
い
は
励
ま
さ
れ
、

雨
や
ど
り
の
湯
所
と
も
な
っ
て
き
た

乙
と
で
し
ょ
う
、
老
衰
の
き
ざ
し
も

見
え
る
乙
の
木
、
今
後
も
愛
情
を
乙

め
て
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
杉
と
の

対
話
も
深
め
て
く
ど
さ
い
。

(教古門一長員会〉

あ

)
 

n
h
U
 

「
h
d

本

てと
dじハ

学

園

児

励

す

、

賀

専
管

話

d心

春
賀
小
字
奥
山
南
田
(
市
道
十
字
路
〉

春

賀

部

落

(
昭
和
釘
年
け
月

3
日
指
定
)

一
所
花
地

所
有
者

ル
枚
の
附
着
部
で
=
一
分
幹
し
て
い
ず

れ
も
上
を
向
い
て
伸
び
て
い
ま
す
。

小
枝
は
あ
ち
こ
ち
枯
れ
て
い
あ
処

も
見
ら
れ
ま
す
が
、
市
内
杉
の
う
ち

大
さ
な
も
の
の
一
ワ
で
す
。
こ
の
あ

立
っ
て
い
ま
す

Q

一
容
賀
仰
の
平
地
に

は
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
で
も
自
に
つ

く
独
立
樹
で
す
。

樹
冠
は
卵
状
川
鉛
形
を
し
て
い
て

川
崎
下
三
。
六
三
メ
ー
ト
ル
、
叩
恨
廻
h
川

ス
洲
電
報
電
話
局

t

欄
幽
量
一
鶴
際
州
首

毎
日
年
鑑
昭
和
四
十
四
年
版

愛
媛
年
銃

大
日
本
分
県
地
図
併
地
名
総
覧

四
固
定
付
く
(
福
田
義
郎
)

世
界
の
文
侶
史
蹟

2

オ
リ
ノ
ヱ
ン
ト
の
一
峰
雄

ω
イ
ス
ラ
一
ム
の
世
界
一

日
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
械
と
町
一

日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
一
一
一
者
一

六
法
全
書
出
産
(
我
妻
栄
〉
一

古
庭
園
の
み
か
た
(
古
川
一
日
間
)
一

新
歳
時
記
指
訂
版
(
高
浜
投
一
寸
)
一

愛
と
生
活
の
設
計
(
羽
仁
説
子
)
一

父
親
の
役
わ
り
母
親
の
役
わ
り
一

(
羽
仁
説
子
)
一

城
と
古
戦
場
上
下
(
一
一
両
柳
光
芳
)
一

日
も
月
も
(
川
端
康
成
)
一

香
華
(
有
吉
佼
和
子
)
一

タ
フ
ガ
イ
三
四
郎
(
城
戸
礼
〉
叫

す
ま
い
の
増
改
築
戸
萩
野
富
雄
)
一

食
用
茸
の
人
工
護
士
網
野
陵
吐
息
)
一

ミ
カ
ン
栽
培
の
手
礎
知
識
(
浜
口
一

露
地
メ
ロ
ン
の
栽
培
技
術
(
高
山
)
一

都
市
の
論
理
(
羽
仁
五
郎
)
一

春
の
雪
(
一
二
島
由
紀
夫
)
一

神
聖
書
関
混
沌
の
章
下
(
大
西
巨
人
一

高
分
子
の
話
(
一
フ
イ
ブ
編
集
部
)
一

現

代

の

家

庭

医

学

四

1
健
康
と
症
状
(
田
中
豊
)

2
何
気
と
治
僚

(

μ

)

原
色
日
本
の
美
術

6
阿
弥
陀
堂
と
藤
原
彫
刻
(
工
藤
)

尚
南
固
と
写
生
園
(
吉
沢
忠
)

日
本
の
詩
歌
第
二
@
十
二
巻

日
本
詩
人
全
集
犯
明
治
。
大
正
詩
集

大
世
界
史
幻
(
鳥
海
靖
)

世
界
の
旅
(
座
右
宝
刊
行
会
〉

6

ア
プ
刀
カ

7

ギ
リ
シ
ア
。
エ
ー
ゲ
海


